
11/19/23                ｢主の栄光の為に⽣きる信仰者と罪｣                  随所 
  
テーマ：なぜ主の栄光のために⽣きる私たちの歩みに教会/兄弟姉妹が⽋かせないのか？ 
 
｢教会は完璧な⼈々のための施設ではありません。教会は恵みによって救われた罪⼈たちの避け所、神の愛しい⼦どもた
ちが養われ、たくましく育つ託児施設です。教会はキリストの⽺の囲いであり、キリストの家族の家です。教会は地上で
最も愛すべき場所なのです。｣(チャールズ･スポルジョン) 
 
 

1. 罪は           ではないから(17) 
▷マタイ 18:17 ｢それでもなお、⾔うことを聞き⼊れようとしないなら、教会に告げなさい。教会の⾔うことさえも聞
こうとしないなら、彼を異邦⼈か取税⼈のように扱いなさい。｣ 
 
 
※ルカ 19:7 
｢これを⾒て、みなは、「あの⽅は罪⼈のところに⾏って客となられた」と⾔ってつぶやいた。｣ 
 
 
 
※⺠数記 32:13 
｢主の怒りはイスラエルに向かって燃え上がったのだ。それで主の⽬の前に悪を⾏ったその世代の者がみな死に絶えてし
まうまで彼らを四⼗年の間、荒野にさまよわされた。｣ 
 
※使徒 5:4-5 
｢…あなたは⼈を欺いたのではなく、神を欺いたのだ。アナニヤはそのことばを聞くと、倒れて息が絶えた。そして、こ
れを聞いたすべての⼈に、⾮常な恐れが⽣じた。｣ 
 
※1 コリント 5:1 
｢あなたがたの間に不品⾏があるということが⾔われています。しかもそれは、異邦⼈の中にもないほどの不品⾏で、⽗
の妻を妻にしている者がいるとのことです。｣｣ 
 
※1 コリント 11:30 
｢そのために、あなたがたの中に、弱い者や病⼈が多くなり、死んだ者が⼤ぜいいます。｣｣ 
 
 
 
※ローマ 8:1 
｢こういうわけで、今は、キリスト・イエスにある者が罪に定められることは決してありません。｣ 
 
 
 
｢罪が⼩さなもの？毒ではないのか？誰がその猛毒性を知ってるのか？ブドウ畑を荒らすのは⼦狐ではないか？艦隊を難
破させる岩礁を築くのは⼩さな珊瑚⾍ではないか？⼤きな樫の⽊を倒すのは⼩さな打撃ではないか？⽯をすり減らすのは
絶えず落ち続ける⽔滴ではないか？罪が⼩さなもの？それが救い主の頭に茨の冠をかぶせ、その⼼臓を貫いたのだ。それ
が彼を激しい苦痛とつらさ、悲哀で苦しめたのだ。最も⼩さな罪も永遠の天秤で測る事ができるなら、あなたは蛇から⾶
んで逃げるようにその罪から逃げ、わずかな悪の現れさえ忌み嫌うことだろう。全ての罪を救い主を⼗字架につけた罪と
して⾒れば、どんなにそれが罪深いものであるかが分かるだろう。｣｣(チャールズ･スポルジョン) 
 
 
 



 
 
※1 コリント 5:2 
｢…それなのに、あなたがたは誇り⾼ぶっています。そればかりか、そのような⾏いをしている者をあなたがたの中から
取り除こうとして悲しむこともなかったのです。｣ 
 
 
※1 コリント 12:26 
｢もし⼀つの部分が苦しめば、すべての部分がともに苦しみ、もし⼀つの部分が尊ばれれば、すべての部分がともに喜ぶ
のです。｣ 
 
 
 
 
 
 
 
 

2.          を⼼から愛しているから(15-17) 
▷マタイ 18:15-17 ｢また、もし、あなたの兄弟が罪を犯したなら、⾏って、ふたりだけのところで責めなさい。もし聞
き⼊れたら、あなたは兄弟を得たのです。もし聞き⼊れないなら、ほかにひとりかふたりをいっしょに連れて⾏きなさ
い。ふたりか三⼈の証⼈の⼝によって、すべての事実が確認されるためです。それでもなお、⾔うことを聞き⼊れようと
しないなら、教会に告げなさい。教会の⾔うことさえも聞こうとしないなら、彼を異邦⼈か取税⼈のように扱いなさ
い。｣ 
 
 
※ガラテヤ 6:1 
｢兄弟たちよ。もしだれかがあやまちに陥ったなら、御霊の⼈であるあなたがたは、柔和な⼼でその⼈を正してあげなさ
い。｣ 
 
 
 
※申命記 19:15 
｢どんな咎でも、どんな罪でも、すべて⼈が犯した罪は、ひとりの証⼈によっては⽴証されない。ふたりの証⼈の証⾔、
または三⼈の証⼈の証⾔によって、そのことは⽴証されなければならない。｣ 
 
 
 
 
 
 
※1 コリント 5:11, 13  
｢もし、兄弟と呼ばれる者で、しかも不品⾏な者、貪欲な者、偶像を礼拝する者、⼈をそしる者、酒に酔う者、略奪する
者がいたなら、そのような者とはつきあってはいけない、いっしょに⾷事をしてもいけない、ということです。…外部の
⼈たちは、神がおさばきになります。その悪い⼈をあなたがたの中から除きなさい。｣ 
 
 


